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は じ め に

肺の巨細胞癌は,1958年 Nash and Stoutl)

により記載された原発性肺癌で,臨床的にはき

わめて予后がわるく,組織学的には著明な核小

体をもった Bizaaregiantcell,Cytophagocy-

tosis,腺様配列を示す憶蜂巣などがみとめられ,

きわめて,特徴的な像を示す ものである2)｡ そ

して,近年,電顕的研究がすすむにしたがって,

その性格があきらかにされつつあり,気管支腺

由来の可能性が考えられるようになって来てい

る3,4) (図 1)｡

この種の肺癌は 1- 2ケ月の経過で,殆んど

が死亡するものであるか ら,予后を推測するた

めにも,細胞診の上か らは,腺癌細胞との鑑別

が問題となるが, これに関する記載は比較的少

な く, 松田ら5･6)の報告があるのみで ある｡

われわれは, このような肺巨細胞癌の癌性胸

水 2例の細胞診を経験 し,胸水中の巨細胞癌細

胞と,腺癌細胞との細胞所見の比較 と,形態計

測学的な比較を行なう機会を得,胸水中の腺癌

細胞と巨細胞癌 との鑑別について検討 したので

報告する｡

研究材料と研究方法

材料は,前述のような所見か ら,病理組織学

的に肺巨細胞癌 と診断された 2症例の癌性胸水

と,同じく病理組織学的に腺癌 と診断された10

症例の癌性胸水の,治療を加える前の Papani-

colaou染色標本である｡

形態計測学的には 01ympusmicrometerを

用いて,光学顕微鏡下に観察 し, 各々200ケ以

上の細胞の,細胞の大きさ,核の大きさ,核細

胞質比,核の数,核小体の数,核小体の大きさ

などを検討 し,その頻度を100分率で示 した｡

結 果

1. 巨細胞癌の細胞所見

胸水中の腫癌細胞をみると,大小不同がいち

ぢるしく,大部分は散在性に存在 しており,一

部は集団をな している｡集団をなす場合,腺腔

様配列を示す ものがあるが,重畳性に乏 しく,

平面的な配列を示 していることが多い｡重畳性

を示す場合には,その集団だけでは,腺癌 と全

く区別できない (図2)｡

直径 100FLを越えるような, 単核 あるいは

多核の巨細胞は,巨細胞癌に特徴的であり,ま

た Cytophagocytosisもこの腫癖の特徴である｡

相互貢喰を示す ものも,白血球を貢喰するもの

もある (図 3)0

細胞は円形で大きく,細胞質はライ トグ リー

ンに染まる｡大小の泡沫状の細胞質を示 し,ま

たなかには大小さまざまの空海を示す ものがあ

る｡

巨細胞癌細胞の核は,腺癌細胞のそれとは異

なり,核が中心部にあることが多 く,核細胞質

比は比較的小さい｡

核小体は大型で,数 も多い｡
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(図1)

(図 2)
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以上の所見か ら,巨細胞癌と腺癌 とは鑑別さ

れうる｡

2. 形態計測学的所見

a.細胞の大きさ

細胞の直径を計測 して み る と, 図 4のよう

で, 腺癌, 巨細胞癌とも細胞直径の peak は

21-25JJにあるが,巨細胞癌細胞は一般 に腺

癌細胞よりも大きく,腺癌細胞では最大直径が

75ILであったのに比 し,巨細胞癌では直径 100

〝 を越えるものがみとめ られた｡

b.核の大きさ

I5JJli下 Ⅰ6-20 2L-25 26-30 3ト40 4ト50 5し以上

(図4)

(図 3)

核径の分布は図 5の通 りで,腺癌では60%以

上の細胞が直径 10/↓以下の核を持 ってい た の

に比 し,巨細胞癌では直径 10〃.以下の核 を も

った細胞はわづかに10%で,50%の細胞では,

核の直径は 11-15/↓の大きさを示 した｡

C.核細胞質比

核細胞質比を しらべてみると図 6の通 りであ

JOJ｣lll下 IlJ5 I6-20 2I-25 26-以上

(図5)
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04山下 04-05 05 05-0.6 06以上

(図6)

り,核細胞質比は巨細胞癌細胞に二机 ､てはやや

小さい｡

(1.枚の数

1ケの細胞内の核の数をしらべてみると図 7

の通 りで,腺癌細胞,｢珊瑚包癌細胞とも1-2

校細胞の占める割合は｢司様であるが,腺癌細胞

の核数が最大 4ケであるのに比 し,巨細胞癌で

は,最大 7枚の細胞までみとめられた｡

e.核小体の数

腺癌細胞と巨細胞癌細胞のうち,単核細胞を

えらんで核小体の数を比較してみると,腺癌細

胞,巨細胞癌細胞とも, その peakは 1- 2ケ

一姫月冒内のオ亥鼓

- G.C
⊂:コ A.C

l核 2 5 4 5 6

(図7)
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(図 8)
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である｡ しか し,腺癌細胞では核小体数が最大

3ケまでであったのに比 し, 巨細 胞癌 細 胞で

は, 6ケの核小体をもつ ものまでみとめられた

(図8).-)また核小体の大きさか らみても,巨細

胞癌に於ては,大きい核小体 が めだつ ので あ
iid
･乞)○

考 察

胸水中にみとめられる,肺の巨細胞癌細胞と

腺癌細胞とを,細胞学的に鑑別することは,そ

の患者の予后を予測する上で,きわめて有益な

ことと考えられる｡

われわれは, この両者を鑑別する目的で,腺

癌細胞と巨細胞癌細胞の胸水細胞診上の所見の

検討 と,形態計測学的研究を行なった結果,以

下のような結論をえた｡すなわち,

1. 巨細胞癌細胞は,散租性にみとめられるこ

とが多い｡また細胞集団が立体的な配列を示す

ことは比較的少な く,集団をなす場合で も平面

的配列を示すことが多い｡〕これに対 して,腺癌

の細胞集[釦まより立体的である｡

2. 巨細胞柘の細胞は,腺癌細胞に比 し,細胞

や核の大小不Ir瑚 ミ著るしい0

3. 巨細胞癌細胞は大型で,最大のものでは直

径 100FLを越えるものもある｡腺癌細 泡は巨細

胞癌細胞と比べると小さく, 最大硫径 75ILで

あった｡

4. 巨細胞癌細胞の核径は最 大 50J上であり,
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表 1 ま と め

; G.C

l

3~!核も同様である 最大 50Vである

亘 難 さ多離 あ盲 ~編 戻師 承小の空胞形昼を示す ___

5 ･核は細胞の中央にあることが多い

- ､∴ ∴ 二義 _

8 !多核巨細胞を認める

A.C

屡々 clusterを作る

最をヱ声FLである

最大 25ILである

時に粘液産生を見る

核は偏在するのが普通である

ある

G.Cに庄六-/j)く1∴ニラ~すう有る~~~~~~~
大きさ旦_5__FL_旦げ で董a"._旦_P_裡胞もをる

少い少い

腺癌細胞の核径は最大 25J上であった｡

5. 巨細胞癌細胞の細胞質は多彩で, ライ トグ

リーン調を呈 し,泡沫状あるいは大小の空海形

成を示す｡腺癌では時に粘液産生をみるが,一

般にはそれほど多彩ではない｡

6. 巨細胞癌細胞の核は,細胞の中央にあるこ

とが多 く,腺癌では,核は偏在するのが普通で

ある｡

7. N/C比は,巨細胞癌は小さいものが 多い｡

腺癌では巨細胞癌より大で,N/C比0･6以上の

ものが45% もある｡

8. 巨細胞癌では,核小体の数 も多 く,大きさ

も大きい｡巨細胞癌細胞の旺盛な活動力を示す

ものであろう｡腺癌細胞の核小体は,巨細胞癌

に比 し,大きさも小さく,数 も小さく,また核

小体をみとめないものもある｡

9. 巨細胞癌では,多核の巨細胞がしば しばみ

とめられ, 5核, 6核, 7核細胞 もみ られる｡

腺癌細胞では,最大 4枚細胞まで しかみとめら

れなか った｡

10. 巨細胞癌細胞では, いわゆる Cytophag-

ocytosisをみとめるものが しば しばあるが,腺

癌では殆んどみ られない｡

などであり, Papa.nicolaou染色による細 胞

診によって,腺癌細胞と巨細胞癌細胞との鑑別

は可能である｡

お わ り に

胸水中の腺癌細胞と巨細胞癌 細 胞 とを比 較

し,その差違を表 1のようにまとめうることが

わかった｡ したが って,胸水細胞診によって,

両者の鑑別診断は可能 と考えられる｡
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MORPHOMETRIC AND CYTOLOGICAL STUDIES

OF GIANT CELL CARCINOMA CELLS

IN THE PLEURAL FLUID
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ShintaroSATOl),MotohikoITO2)andChiakiNAGASE2)

1) iJz'raNEz/zlo〝̀li/Jtフ車Z'/a/

2) DfPar/me71/,I771〃′･alZ-(.､'urg",〟C/le∫/DtJ.仙･CRF∫tJと7rr/i/72∫/Z●/ZL/tr,Ky(,/alIT71Z●Z,け∫7'/y

lnordertostud＼-whetherwecandifferentiatethe首lantCeHcarcinomacellsfromtheil,denoI

carcinomacellsinthepleuralfluid,morphometricandcytolo釘Calcharacteristicsofthesecel】s

wereinvestlgated･

The(､on(､1usionsartゝasfollows:

1) CellClustersweremoreoftellSeeninadenocareinomathaningiantcellcarcinoma.

2) Morenucleiandnucle()liwereseeningiantcellcarcinomacellsthaninadenocarcinomacells.

3) Cytophagocytosisand I,izaare giant(､ellLqWith multil)lc nucleiwerecharacteristicin

glant(､ellcareinomacells.

4) Thediameterofthegiant(､(IllcarcinomacellswassometimeLqOVerlOOIL,butontheother

handthatofadenocarcinomとLCellswerealllessthan75IL.

5) ThediameterofthelargestnucleiwasSOILinthecaseofgiantcellcarcinomacellsand

25FLlntheeaseofLldしきnOCLlrCinomiLCells.


